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スギナ（鞄uisetum a川enSも．）の生態と防除法

二　瓶　信　男・山　崎　慎　一

（宮坂県鳥試古川分場）

1．ま　え　が　き

近年のめざましい除草剤の開発と普及により，畑の優

占雑草であるメヒシバ，ハコべ，ナズナなどの防除は可

能となった。しかしスギナは宿根性のため除草剤の効果

少なく，年々増加し優占化の傾向にある。よって1965年

生態調査と防除試験を行なったがその結果について報告

する。

2．生態について

1．胞子の発芽と生育

胞子の発芽経過を知るため，小型素焼鉢に砂・埴土及

び水苔の長さ2C舵前後に切断したものを鉢詰めし，蒸気

滅菌後，5月7日各鉢に胞子を接種し，上部をシャーレ

で覆いこれを水を浅く入れた水盤に入れ常時吸水させ室

内で検討した。結果は接種13日日ごろ細い鱗片状の前葉

体ができ（水苔は過湿のためか発芽せず）16日日頃には

肉眼で観察できるようになった。接種45日頃から砂に接

種した区は枯死し始めなくなった。埴土では接種43日ご

ろから一斉に栄養茎が発生した。なお前葉体は7月中旬

から枯死始め下旬までになくなった。胞子から生じた栄

養茎は急速に生長し8月下旬になり8～10叫こなると地

下茎は太く暗褐色となり，10月上旬には快走した地下茎

から栄養茎が発生した。なお生育調査結果は第1表に示

したが栄養繁殖と同様のスギナとなった。

2．地下茎の発椴・伸長機構

45×45C耶深さ55C祝の合成樹脂製の方形で一面が透明プ

レートで発根状況が観察できるポットに先端と3節有す

る地下茎を3月18日に植付け，覆土深5㈹・7C爪で検討

した結果，両条件とも最初に前年からの各節細根が張り

第1表　生　育　調　査

だし，4月上旬になると先端が伸び栄蕃茎となった。4

月下旬から5月上旬にかけ各節から下方に太い地下茎が

伸長しその先端は鋭く尖っており下方にやや垂直に伸長

しながら各節から細板と栄養茎が発生し，また地下茎は

分茎して6月末にはポットの底まで逢した。

3．地下茎先端の伸長

地下茎先端が栄養茎になるかどうかを知るため，小型

ポットに砂をとり先端を上方に植付け検討した結果5～

7日後に殆んと栄養茎となった。しかし地下茎には地下

を横走する芽，または栄養茎になる芽の区別があるのか

どうか，それらについては今後の研究を要する。

4．栄蕃茎からの発根

発根力を知るため小型ポットに砂及び水をとり，検討

した結果栄養茎の一節あれは発根した。

5．3要素と生育

1／2000αポットに埴壌土を詰め，1ポット当り成分施

用量は各々1gで硫安・過石・塩加を使用した。試験中

第2表　pIi　調　　査

第3表　栄養茎及び地下茎調査（7月8日）

注．地下茎の長さは栄養茎の発生能力を有する太い根

の長さを合計したものであり各節から発生する6

～8本の細板は除いた。以下同様。
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第4表　PH　　調　　査

第5表　栄養茎及び地下茎調査（7月8日）

のpH及び生育調査結果は第2・3表に示したとおり．

生育はNにより影響を受けるようであるが，またpHに

関連した生育を示しており，さらにpHの規制条件で検

討の必要がある。

6．pHと生育

pHに対する反応を知るため，pH（H20）7前後の

埴壌土を石灰及び硫黄華で規制し，5日後に1／2000αポ

ットに詰め地下茎を植付け検討した結果第4・5表のと

おりである。pH規制が完全でないため本試験では無加

用区のpⅡ7前後が優った。しかし栄養茎黄変で生育完

全でないことから最適pIIはこれ以下にあるものと考え

られ，硫黄華加用区では薬害のためか全く発生しなかっ

た。石灰加用区では生育極めて悪く，一区は発芽後枯死

し，他の一区もほとんど枯死したことからみて，pH限

界は9．0前後にあると考えられる。

7．植付け深度と生育

1／2000αポットにpH7前後の埴壌土を詰め，3月18

日先端と3節を有する地下茎を1ポット3本植付け覆土

深5・10・15・20enで検討した結果，栄養茎の発生日数

には差はないが，その後め生育は深いほと劣った。

8．土壌の種煩と生育

壌土・砂土・火山灰土を供試し，1／2000αポットに先

端と3節有する地下茎を3月18日に植付け検討した結果

は第6・7表のとおりで，初期の栄養茎発生量では砂土

が優ったが，後半は各土壌とも同等となり，地下茎では壌

土，火山灰土，砂土の順となった。しかし生育におよば

す直接の要因は，土壌の種類よりもpH及び肥料要素が

第6哀　pII　　調　　査

第7表　栄蕃茎及び地下茎調査

第8表　試験結果（㌶当り）

注．散布：7月5日　　調査：7月16日

処理前後の気象条件
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関係するものと考えられる。

9．地下茎の繁殖力

45×45e椛深さ55C庇のポットにpH（H20）7前後の埴

壌土を詰め，先端と3節有する地下茎6本を3月18日に
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植付け，覆土深5e都・7C祝で検討した結果，栄養茎の枯

死するまでの7カ月間で地下茎生重で33～37胤地下茎

長で165～182倍となった。

3．防除法について

1．防除試験

第8表の除草剤を使用し注のような条件で散布した。

試験圃場：まスギナの優占圃場で検討した結果単剤では

2．4－Dが最も効果が高かったが僅かに再生し．次いで

ATA，パイバーⅩであり．栄養茎枯死は2・4－Dより

遅れ　しかも再生が多かった。他の除草剤は抑制のみで

ほとんど効果はなかった。

っぎに2．4－Dの混合剤では各除草剤とも，散布後5

～7日で栄養茎が枯死し，その後試験の終了する10月下

旬まで全く再生はなく効果は顕著であった。

2‥　薬害調査

つぎに第8表の防除試験で効果の高かった2・4－Dの

混合剤を主体に，7月28日に播種した大豆及び陸掛こ3

仰の覆土後，除草剤を小型噴霧器で全面散布した。なお

供試土壌は沖積埴壌土である。

結果は第9表のようにスギナに効果の高いものほと薬

害が大でしかも奇形が多く壌土処理としての使用は不可

第9表　薬害調査結果（発芽歩合％）

除草剤名及び
α当り使

大　　豆

ATA水和剤　　　　　　20
ATA水和剤　　　　　　40
2．4－Dソーダ塩　　　　20
2．4－Dソーダ塩　　　　40
リこユロソ＋2．4－D lO＋20

リニユロソ＋2．4－D15＋20

A－1114＋2．4－D lO十20
A－1114＋2．4－D　15＋20
ハイパーⅩ＋2．4－D lO＋20
ハイパーⅩ＋2．4－D　30＋20
ATA＋2．4－D　　　20＋20
無　　　　　処　　　　　理
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能と思われる。

したがって，生育期における作物の生育ステージを考

慮した処理法などについてさらに検討を要する。
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